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これは，これまでの放流稚貝の生残率と比較して約 2 倍

程度良好な結果となった。この原因として今年度は 9 月

に台風 16 号の来襲があったものの，平年と比較し台風が

少なく，五十鈴川河口域の出水量が少なかったことが推

測された。また成長については，放流区画①では放流直

後の平均殻長が，14.2mmであったのに対し，1 ヶ月後に

は，16.2mmと順調に成長し，8 ヶ月後には 20.5mmまで成

長が確認できた。一方放流区②では，放流直後は 11.3mm

であり，8 ヶ月後には 18.6mmと成長はしていたが，放流

区①と比較して成長が悪かった。  

以上より，放流直後初期の減耗はあったが，特に放流区

①②で成長は確認できた。また生残率も 8 ヶ月で 50％程

度と，一般天然海域の 1 年間の生残率 10-15％と比較し

ても良好であることが推測できた。 


